
全
日
中
事
務
局
だ
よ
り

◆
第
１
回
Ｗ
ｅ
ｂ
理
事
会
後
に
行
わ
れ
た
情

報
交
換
会
で
は
、
テ
ー
マ
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
か
ら
１
年
経
過
後
の
学
校
経
営
」

〜
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
学
校
の

新
た
な
課
題
と
工
夫
あ
る
取
組
〜
と
題
し
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
行
い
ま
し
た
。

【
テ
ー
マ
設
定
理
由
】
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
広
ま
っ
て
か
ら
１
年
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
授
業
や
行
事
、
部

活
動
な
ど
学
校
生
活
に
も
様
々
な
変
更
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
の
課
題

は
何
か
、
ま
た
授
業
確
保
の
有
効
手
段
な

ど
、
今
後
の
た
め
に
役
立
つ
情
報
や
工
夫
あ

る
取
組
な
ど
を
共
有
化
す
る
こ
と
は
、
す
ぐ

に
で
も
学
校
経
営
に
活
用
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
の
提
案
に
よ
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
情
報
交
換
内
容
の
一
部
と
し
て
「
現

状
か
ら
の
課
題
」
を
掲
載
し
ま
す
。

（
１
）
総
合
的
な
課
題
や
教
員
の
研
修
や
学

び
の
保
障
等
に
つ
い
て

・
生
徒
同
士
、
職
員
間
の
人
間
関
係
の
希
薄

化
。
・
感
染
防
止
対
策
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
等
に

よ
る
業
務
拡
大
に
伴
う
教
師
の
疲
弊
。
・
市

町
教
育
委
員
会
等
か
ら
の
指
示
・
指
導
は
あ

る
も
の
の
、
地
域
性
が
大
き
く
異
な
る
た

め
、
対
応
方
法
を
統
一
す
る
こ
と
が
難
し

い
。
ま
た
、
学
校
の
実
情
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
た
め
、
校
長
自
身
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
、
苦
慮
し
て
い
る
。
・
校
内
研

修
で
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
在
り
方
や
研
修

の
充
実
の
た
め
教
職
員
が
集
合
し
て
、
研
修

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
各
教
科
の
全
国

的
な
発
表
や
取
り
組
み
が
中
止
に
な
る
中

で
、
各
市
町
村
単
位
の
研
究
が
進
み
に
く

い
。
・
自
宅
待
機
中
の
学
び
の
保
障
が
課
題

で
あ
り
、
格
差
及
び
子
供
た
ち
の
体
力
の
低

下
が
大
変
心
配
で
あ
る
。
・
今
後
の
臨
時
休

業
に
備
え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
準
備
の

必
要
性
を
感
じ
な
が
ら
も
、
な
か
な
か
現
実

的
に
難
し
い
状
況
が
あ
る
。

（
２
）
感
染
予
防
対
策
に
つ
い
て

・
変
異
ウ
イ
ル
ス
が
子
供
に
感
染
し
や
す
い

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
教
室
環
境
、
職
員

室
環
境
等
何
も
変
わ
ら
な
い
ま
ま
で
経
過
し

て
い
る
。
・
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
学
校
、

中
学
校
で
兄
弟
姉
妹
が
い
る
際
の
学
校
間
の

情
報
共
有
。
・
生
徒
や
保
護
者
の
感
染
に
つ

い
て
は
、
想
定
し
な
が
ら
の
取
組
で
あ
る

が
、
教
職
員
の
感
染
や
濃
厚
接
触
に
つ
い
て

は
、
あ
ら
か
じ
め
の
取
組
は
難
し
く
２
週
間

出
勤
で
き
な
い
時
の
対
応
や
複
数
の
教
職
員

が
感
染
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
の
リ
ス
ク
が

か
な
り
高
い
。
特
に
小
規
模
校
で
複
数
の
職

員
が
自
宅
待
機
等
に
な
っ
た
と
き
の
対
応
が

厳
し
い
。
・
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
教
育
活
動

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
工
夫
や
代
替
の
指
導
内

容
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
・
生
徒
が
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
陽
性
に
な
っ
た
場
合
、
市
の

保
健
所
の
機
能
が
不
十
分
な
た
め
土
日
も
教

職
員
が
対
応
す
る
必
要
や
学
校
休
業
が
長
引

く
こ
と
が
頻
出
し
て
い
る
。

（
３
）
行
事
や
授
業
の
在
り
方
に
つ
い
て

・
授
業
等
で
対
面
で
な
け
れ
ば
伝
わ
ら
な
い

こ
と
の
多
く
、
学
校
行
事
等
、
予
測
困
難
な

（４６）



中
で
判
断
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

常
に
中
止
、
代
替
案
を
複
数
準
備
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
計
画
性

の
あ
る
教
育
活
動
の
展
開
が
困
難
で
あ
る
。

・
学
校
行
事
の
中
止
や
縮
小
に
よ
り
、
学
校

の
伝
統
継
承
が
で
き
な
い
。
・
集
団
宿
泊
的

行
事
に
つ
い
て
教
育
的
価
値
が
あ
る
こ
と
か

ら
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
工
夫
し
て
実
施
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
状
況
を
受
け
て
そ
の
代
替

と
な
る
教
育
活
動
を
設
定
で
き
な
い
。
・
行

事
を
自
粛
し
て
い
る
状
況
の
中
で
、
生
徒
た

ち
の
活
動
に
対
す
る
意
欲
を
持
続
さ
せ
る
た

め
に
心
の
ケ
ア
を
大
切
に
し
た
指
導
を
し
て

い
る
が
そ
の
対
応
も
限
界
に
き
て
い
る
。
ま

た
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
に
苦
慮
し
て

い
る
。
・
修
学
旅
行
を
実
施
し
て
い
な
い
学

校
、
宿
泊
日
数
が
短
い
学
校
等
様
々
で
あ

る
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
保
護
者
負
担

で
は
な
く
、
設
置
者
負
担
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
等
の
大
き
な
差
が
あ
る
。
・
学
校

行
事
の
目
的
や
実
施
内
容
の
見
直
し
と
改
善

が
必
要
で
あ
り
、
行
事
の
精
選
（
内
容
・
日

数
な
ど
）を
工
夫
し
て
い
る
が
、
一
方
で
は
、

授
業
時
数
の
確
保
の
た
め
の
工
夫
が
、
少
な

い
授
業
時
数
の
中
で
難
し
い
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

（
４
）
部
活
動
に
つ
い
て

・
部
活
動
中
十
分
な
感
染
防
止
対
策
の
難
し

さ
が
課
題
で
あ
る
。
・
各
種
の
大
会
が
行
わ

れ
て
い
る
現
状
は
、
感
染
防
止
対
策
を
と
り

な
が
ら
実
施
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
施
さ
れ
て
い
て
、
こ

れ
を
一
校
長
と
し
て
制
限
を
か
け
る
こ
と
が

難
し
い
状
況
に
あ
る
。
・
部
活
動
等
を
自
粛

し
て
い
る
状
況
の
中
で
、
生
徒
た
ち
の
活
動

に
対
す
る
意
欲
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
心
の

ケ
ア
を
大
切
に
し
た
指
導
を
し
て
い
る
が
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
に
苦
慮
し
て
い
る
。

・
競
技
団
体
主
催
の
大
会
等
の
実
施
可
否
に

つ
い
て
の
判
断
は
、
あ
く
ま
で
も
主
催
者
の

判
断
で
あ
る
。
一
方
、
参
加
す
る
か
ど
う
か

の
可
否
判
断
は
、
誰
が
責
任
を
も
っ
て
判
断

す
る
の
か
。
・
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
練
習

時
間
の
制
約
を
課
さ
れ
て
い
る
一
方
、
全
国

大
会
に
つ
な
が
る
大
会
は
実
施
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て

・
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
沿
っ
た
教
師

の
資
質
・
能
力
、
指
導
技
術
向
上
の
困
難
さ
。

・
学
習
環
境
に
関
す
る
課
題
と
し
て
、
学
校

及
び
全
家
庭
の
通
信
設
備
や
環
境
の
普
及
、

端
末
の
保
障
（
故
障
や
破
損
等
）
に
つ
い
て

課
題
が
あ
る
。
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
整
備
は
進

ん
だ
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
へ
の
課
題
や

推
進
元
と
な
る
市
町
教
育
委
員
会
か
ら
の
迅

速
な
支
援
が
難
し
く
、
円
滑
な
利
用
に
は
時

間
を
要
す
る
。
ま
た
活
用
に
係
る
教
員
研
修

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置
が
進
ん
で
い
な
い
。

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
「
リ
モ
ー
ト
集

会
」、
保
護
者
参
観
・
保
護
者
説
明
会
・
家
庭

訪
問
の
も
ち
か
た
な
ど
を
、
ど
の
よ
う
に
継

続
す
る
か
。
・
指
導
者
側
の
Ｐ
Ｃ
の
Ｏ
Ｓ
と

学
校
が
購
入
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
Ｏ
Ｓ
が
異

な
る
場
合
が
あ
り
、
苦
労
が
あ
る
。
な
お
、

具
体
的
な
解
決
策
は
全
日
中
Ｈ
Ｐ
へ
掲
載
す

る
予
定
で
す
。（
事
務
局
長

松
澤

宏
尚
）

（４７）


